
足
や
ら
れ
な
か
っ
た
。
併
し
乍
ら
上
述
せ
る
如
き
意
味
に
於
て

か
ゝ
る
テ
ー
マ
に
着
眼
せ
し
同
氏
に
對
し
て
は
満
腔
の
叛
意
を

惜
し
ま
ぬ
も
０
で
あ
り
、
そ
の
豊
富
な
る
賃
料
の
紹
介
に
對
し

て
も
亦
敢
て
江
湖
の
一
讃
を
お
薦
め
し
た
い
次
第
で
あ
る
。
最

後
に
宋
代
の
士
大
夫
の
性
質
に
開
し
て
は
恩
師
宮
崎
助
教
授
Ｏ

特
講
殊
に
昭
和
十
年
度
特
講
「
宋
代
０
役
法
」
に
負
ふ
所
大
な

る
を
附
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　

（
佐
伯
富
）

T
'
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
　
Ｐ
ａ
ｏ
（
廻
報
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｖ
ｏ
ｌ
　
　
　
Ｘ
Ｘ
Ｘ
ｉ
ｎ
　
L
i
ｖ
ｒ
.
　
２
.
　
１
９
３
７
.

　
　
　

一
、
マ
ル
乙

　
　
　
　
　

Ｍ
ｏ
ｕ
l
e
　
Ａ
.
　
Ｃ
.

　
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｏ
　
Ｐ
ｏ
ｌ
ｏ
'
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
Ｑ
ｕ
ｉ
ｎ
-

　
　
　
　
　

ｓ
ａ
ｉ
　
　
　
ｐ
.
　
１
０
５
-
１
２
８
.
附
圖
二
葉

　
　
　
　

キ
ン
ザ
イ
（
Ｑ
ｕ
i
n
ｓ
a
i
或
は
Ｋ
t
ｉ
ａ
ｎ
ｓ
a
i
｡
　
Ｋ
ｈ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｉ
）
-
ｇ
は
今

　
　
　

の
杭
州
（
浙
江
省
）
に
對
し
て
中
世
期
の
西
方
諸
國
民
が
呼
栴
し

　
　
　

た
名
で
あ
る
こ
と
は
略
々
疑
０
　
な
い
。
然
し
こ
の
名
が
果
し
て

　
　
　

如
何
な
る
字
音
を
寫
し
た
も
の
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
我
が
國

　
　
　

及
び
西
欧
に
於
て
夫
々
京
師
説
、
杭
州
説
或
は
行
在
脆
等
の
諸

　
　
　

誂
が
あ
る
が
（
こ
れ
ら
に
開
し
て
は
、
Ｙ
ａ
ｌ
ｅ
　
　
　
Ｏ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｅ
ｒ
雨
氏

６

　
　

の
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｏ
　
Ｐ
ｏ
ｌ
ｏ
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.
　
Ｉ
Ｉ
｡
　
ｐ
.
　
２
１
２
-
２
１
４
及
び
桑
原
陥
蔽
博

士
蒲
褐
庚
の
事
蹟
改
訂
版
一
一
七
罰
１
一
ご
I
P
I
I
!
^
^
≫
ｆ
ｆ
ｉ
=
；
■
ｎ
･
ｓ
ｇ
■
l
＾

は
、
著
者
も
「
キ
ン
ザ
イ
が
京
師
‘
杭
州
。
行
在
０
何
れ
に
該
営

す
ぺ
き
か
は
吾
人
営
面
０
日
的
に
と
っ
て
大
し
て
重
要
な
こ
と

で
は
な
い
」
と
註
記
し
て
ゐ
る
如
く
問
題
を
主
と
し
て
ｔ
ｏ
ｐ
ｏ
-

ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ　
＾
方
面
の
み
に
限
り
、
こ
の
観
勘
か
ら
マ
ル
’
ポ

ー
ロ
ー
ｏ
キ
ン
ザ
イ
に
開
す
る
記
述
を
（
―
）
城
壁

　

（
２
）
市
の

東
部
に
於
け
る
城
池
及
び
城
壁

　

（
８
）
運
河
特
に
大
街
に
沿
ふ

て
走
る
運
河

　

（
４
）
河
と
市
内
運
河
を
通
す
る
河
水
の
循
環

（
５
）
河
岸
の
沙
洲

　

（
６
）
石
橋
と
木
橋
と

　

（
７
）
湖
水

　

（
８
）

大
街
（
御
道
）

　

（
９
）
大
街
に
洽
ふ
市
場
街

　

（
1
0
）
望
楼

　

（
1
1
）

石
造
倉
庫
（
w
ａ
ｒ
ｅ
ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
ｓ
）

　

（
1
2
）
宮
殿

　

Ｒ
）
諸
寺
院
及
び
基

督
教
會

　

（
1
4
）
火
葬
場
の
一
四
項
に
分
類
し
て
、
そ
の
一
般
的

精
確
性
を
同
時
代
の
漢
人
の
記
録
、
例
へ
ぱ
淳
砧
臨
安
志
、
咸

淳
臨
安
志
、
夢
梁
録
、
都
城
紀
勝
等
の
諸
書
の
記
載
と
並
に
現

代
の
観
察
見
聞
と
０
比
較
考
誼
と
に
よ
り
解
明
吟
味
せ
ん
と
試

み
た
も
の
で
あ
る
。

　

元
来
マ
ル
こ

吹
脂
さ
れ
て
ゐ
る
鮎
が
頗
る
多
い
。
こ
０
論
文
の
著
者
は
先
づ

こ
れ
ら
の
勁
を
キ
ン
ザ
イ
に
開
す
る
限
り
可
成
り
綿
密
な
計
数

に
基
ゐ
て
是
正
し
て
ゐ
る
所
が
彭
く
な
い
。
印
ち
城
壁
に
就
い
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即

　
　

て
ポ
ー
ロ
ー
は
全
周
を
Ｉ
〇
〇
哩
と
俗
し
て
ゐ
る
が
、
外
城
壁

　
　

最
大
の
周
園
を
計
っ
て
も
約
一
五
哩
（
七
〇
支
里
）
に
過
ぎ
ず
１

　
　

賓
際
０
周
圖
は
更
に
小
さ
く
約
一
一
哩
を
算
す
る
の
み
で
あ
る

　
　

と
謂
ひ
、
或
は
大
街
（
御
道
）
の
如
き
も
そ
れ
が
幅
員
二
〇
〇
沢

　
　

を
有
し
、
街
の
片
側
に
は
六
〇
〇
吠
に
亘
る
市
場
が
あ
っ
て
運

　

‐

　

河
の
前
０
大
石
造
倉
庫
に
聯
な
っ
て
ゐ
る
な
ど
と
誇
張
的
数
字

　
　

を
羅
列
し
て
ゐ
る
の
を
、
著
者
は
現
在
目
賭
し
う
る
こ
れ
ら
の

　
　

街
や
市
場
や
倉
庫
、
運
河
等
の
遺
址
よ
り
推
し
て
そ
れ
が
よ
り

　
　

小
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
を
誼
し
、
或
は
又
若
干
の
木
橋
を
除
く

　
　

以
外
は
悉
く
石
橋
に
し
て
そ
の
總
数
一
萬
二
千
を
算
す
と
謂
ふ

　
　

の
も
誇
大
に
し
て
、
臨
安
志
に
抹
れ
ば
、
常
時
０
橋
の
数
は
三

　
　

四
七
基
、
内
一
一
七
基
は
城
内
に
、
残
り
二
三
〇
基
は
城
外
に
架

　
　

せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
正
し
て
ゐ
る
だ
ど
は
そ
の
著
し
い
も
の
で
あ

　
　

る
。
然
し
著
者
は
そ
０
後
牛
に
於
て
、
ポ
ー
ロ
ー
の
キ
ン
ザ
イ

　
　

に
開
す
る
記
述
０
よ
り
價
値
あ
る
部
分
に
注
意
し
、
例
へ
ぱ
、

　
　

城
内
０
警
備
組
織
に
就
い
て
彼
の
語
る
所
は
、
・
夢
梁
録
の
記
載

　
　

と
比
較
し
て
相
良
明
さ
れ
る
所
多
き
を
畢
げ
、
寺
院
、
葬
儀
、

　
　

火
葬
場
の
有
様
等
に
開
し
て
も
彼
は
誰
よ
り
も
よ
く
叙
述
し
て

　
　

居
り
、
更
に
至
順
鑓
江
志
以
外
の
支
那
書
に
は
絶
え
て
記
述
さ

　
　

れ
な
い
ク
リ
ス
ト
教
會
堂
に
開
す
る
記
載
０
如
き
は
尤
も
貴
重

な
る
賃
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
強
調
し
て
ゐ
る
。

　

マ
ル
こ

を
始
め
、
今
日
夥
し
い
散
に
上
り
、
そ
の
内
容
の
研
究
も
或
る

方
面
に
開
し
て
は
殆
ん
ど
極
め
器
く
さ
れ
て
ゐ
る
か
０
如
く
思

は
れ
る
が
、
本
論
文
の
如
く
、
現
地
に
於
て
自
ら
観
察
踏
査
し

獲
た
所
に
基
き
そ
の
記
事
の
精
確
性
を
険
討
す
る
こ
と
も
一
の

方
法
に
し
て
、
こ
れ
ら
は
や
が
て
こ
０
族
行
記
の
全
曇
的
内
容

の
精
粗
躍
否
を
推
知
す
る
上
に
確
か
に
一
の
規
準
を
提
供
す
る

で
あ
ら
う
。
獅
、
添
附
の
地
圖
二
葉
０
内
一
葉
は
、
臨
安
志
に

み
え
る
京
城
圖
で
あ
る
が
、
他
の
一
葉
は
詳
細
な
臨
安
府
城
郭

圖
に
し
て
こ
れ
は
讃
者
に
と
っ
て
も
多
大
の
參
考
と
な
る
で
あ

二
、
金
貞
祐
二
年
の
交
妙
銅
版
に
就
い
て

　
　
　

原
圖
一
葉

　

Ｊ
ｏ
ｓ
.
　
Ｍ
ｕ
l
l
i
e
｡
　
Ｕ
ｎ
ｅ
　
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
　
ａ
　
ａ
ｓ
ｓ
i
g
i
i
a
ｔ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
１
２
１
４
.

　

金
代
の
交
妙
は
海
陵
王
の
貞
元
二
年
に
創
製
さ
れ
て
以
来
、

銅
原
料
の
不
足
の
篤
、
諸
路
の
妙
庫
に
於
て
盛
に
印
造
や
ら
れ

殊
に
貞
祐
二
年
宣
宗
南
遷
の
後
は
濫
疲
の
弊
盆
々
甚
し
く
、
貞

砧
賓
翫
・
貞
砧
通
賓
・
興
定
賓
泉
・
元
光
珍
貨
（
綾
）
・
天
興
賓

會
等
相
つ
い
で
頒
布
さ
れ
以
て
金
末
多
端
な
る
國
用
の
支
辨
に

充
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
之
等
交
妙
の
様
式
穀
裁
は
何
れ
も
大
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μ

値
そ
の
規
を
一
に
し
て
ゐ
た
が
、
然
し
瓊
細
な
鮎
に
至
る
と
夫

々
相
違
し
、
且
つ
同
一
名
将
の
も
の
に
し
て
も
各
路
に
よ
っ
て

亦
幾
分
の
出
入
が
あ
っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
１
　
振
玉
氏
の
三

朝
妙
幣
圖
録
中
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
金
三
合
防
十
貫
大
妙
・
山

東
東
路
十
貫
大
鈴
・
同
二
貫
妙
・
卓

二
貫
の
五
種
を
み
て
も
こ
の
こ
と
は
瞭
然
す
る
で
あ
ら
う
。

　

本
通
報
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
貞
砧
二
年
北
京
路
交
妙
庫
に

よ
っ
て
刻
造
さ
れ
た
交
妙
０
銅
版
に
し
て
、
（
寫
具
參
照
）
紹
介

者
ミ
ュ
リ
ー
師
の
謂
ふ
所
に
よ
れ
ば
、
敷
年
前
熱
河
省
大
明
城

（
器
馴
緞
悶
》
る
金
北
京
大
定
府
の
遺
址
よ
り
附
近
住
民

に
よ
っ
て
狸
堀
さ
れ
、
そ
れ
が
師
の
同
僚
Ｒ
.
　
ｐ
.
　
Ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
師
の

手
よ
り
遂
に
彼
の
有
に
錨
す
る
に
至
っ
た
も
ｏ
で
あ
る
。
師
は

．
か
く
先
づ
本
銅
版
出
土
の
競
況
を
緋
述
し
た
後
、
更
に
そ
の
様

式
、
文
面
の
内
容
等
を
金
史
巻
四
八
、
食
貨
志
三
、
銭
幣
ｏ
條

下
に
み
え
る
交
砂
之
制
の
脆
明
に
比
較
照
合
し
つ
つ
詳
細
に
考

鐙
を
加
へ
て
ゐ
る
が
、
然
し
肝
心
の
金
史
印
本
文
を
敷
ケ
所
に

亘
り
誤
讃
し
て
ゐ
る
篤
Ｉ
勿
論
こ
ｏ
一
節
は
甚
だ
難
解
で
は

あ
る
が
Ｉ
思
は
ざ
る
ｏ
謬
見
に
陥
つ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
、
少

し
く
長
き
に
失
す
る
嫌
は
あ
る
が
、
左
に
金
史
ｏ
一
文
を
解
讃

引
用
し
、
而
る
後
、
一
二
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

　

交
砂
之
制
。
外
篤
‘
閑
作
二
花
紋
　
０
其
上
衡
こ
書
貫
例
　
０
左
曰
こ

　

某
字
料
　
０
右
曰
こ
某
字
競
　
０
料
貌
外
篆
書
曰
。
侈
一
造
交
砂
‘

　

者
斬
。
告
捕
者
賞
二
鎮
三
百
貫
　
０
料
蓑
衡
閑
下
曰
。
中
郡
交

　

紗
庫
准
‘
・
伺
書
戸
部
符
　
０
承
一
部
堂
剔
　
０
付
‘
一
戸
部
I
覆
鮎
勘
。

　

令
史
姓
名
押
字
。
又
曰
。
聖
旨
印
造
逐
路
交
砂
。
於
’
・
某
處

　

庫
‘
納
ｙ
鎮
換
’
砂
。
更
許
ｙ
於
“
某
處
庫
‘
納
‘
砂
換
タ
鎮
。
官
私

　

同
＝
見
鎮
‘
流
輔
。
其
砂
不
‘
隠
ｒ
年
月
‘
行
用
。
如
字
文
故
暗
。

　

砂
紙
擦
磨
。
許
ｙ
於
二
所
属
庫
司
‘
納
‘
奮
換
タ
新
。
若
到
’
庫
支

　

辰
。
或
倒
二
換
漸
暫
毎
貫
刺
ニ
エ
墨
鎮
若
干
文
　
０
庫
描
損

　

酒
庫
副
「
副

閃
が
詔
％
」
爺
字
・
年
月
日
・
望

　

砂
引
庫
庫
子
・
庫
司
副
使
各
押
宇
。
上
至
“
伺
書
戸
部
官
‘
亦

　

押
字
。
共
搭
印
支
鎮
處
合
に
同
。
節
用
印
依
二
常
例
　
０
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7２

　

さ
て
上
掲
の
文
中
に
「
其
上
衡
二
書
貫
例
ま
云
」
と
あ
る
Ｏ

を
師
は
直
ち
に
新
出
土
の
そ
れ
０
閣
外
に
太
く
臨
皿
岫
と
書
か

れ
て
ゐ
る
三
字
を
指
し
た
も
の
と
謂
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
文
章

は
す
ぐ
続
い
て
「
八
曰
二
某
字
料
　
０
右
日
こ
某
字
胱
こ
と
あ
る
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
通
り
全
く
閑
内
０
上
牛
部
に
就
い
て
記
し

た
も
０
で
閣
外
の
そ
れ
を
謂
っ
た
の
で
は
た
く
、
且
つ
文
字
そ

の
も
の
も
横
書
き
で
は
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
三
朝
炒
幣
圖

録
所
前
興
定
賓
泉
の
関
内
上
段
に
「
貳
貫
問
省
」
と
大
き
く
横

書
し
て
ゐ
る
の
と
同
一
様
式
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
今

挿
入
の
寫
具
に
み
る
が
如
き
、
新
川
土
銅
版
の
関
内
上
段
中
央

に
「
壹
伯
質
八
十
足
匝
」
と
縦
書
き
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
金
史
に

謂
ふ
衡
書
質
例
と
は
書
法
を
異
に
し
て
居
り
、
師
の
比
定
は
富

ら
な
い
。
師
は
叉
新
出
炒
版
０
閣
内
下
段
四
行
目
に
み
え
る

　

「
覆
勁
勘
比
郡
目
」
を
全
部
官
名
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は

覆
勘
勘
詑
都
目
抑
字
と
よ
む
べ
き
で
、
惟
ふ
に
師
は
前
引
金
史

０
「
付
‘
戸
部
‘
桓
鮎
勘
。
令
史
姓
名
抑
学
」
と
あ
る
の
を
戸
部
覆

鮎
勘
令
史
と
謂
ふ
官
名
０
如
く
誤
解
し
た
篤
に
外
な
ら
す
、
従

っ
て
か
か
る
誤
解
０
基
を
な
し
た
興
定
賓
泉
の
戸
部
勘
合
令
史

押
字
（
三
一
朝
炒
幣
圖
録
參
照
）
の
文
字
も
戸
部
勘
合
令
史
押
字
な
‘

る
官
名
に
あ
ら
す
し
て
戸
部
勘
合
’
令
史
押
字
と
讃
ま
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
轍
叉
論
題
に
は
「
に
に
年
の
紗
版
」
と
あ
る
も
、

ほ
砧
二
年
は
一
二
Ｉ
五
年
に
相
富
す
れ
ば
「
１
２
１
５
年
の
炒
版
」

と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
と
ま
れ
仮
令
、
上
述
し
た
如
き
一
二

の
瑕
堰
は
存
し
よ
う
と
も
、
本
論
文
が
金
代
経
済
史

・
研
究
の
上

に
一
の
重
要
根
本
の
資
料
を
提
供
し
た
鮎
に
對
し
て
は
吾
等
は

斉
し
く
深
甚
の
感
謝
を
致
さ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
外
、
本
琥
に
は
、
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.
の
三
篇
が

掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
紙
敷
の
都
合
も
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
紹
介
は

割
愛
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
村
資
造
）

　

陳
夢
家
著

　
　

高
喋
郊
趾
祀
廟
邁
考

　
　
　
　
　
　

沿
華
學
報
第
十
二
巻
第
三
期

　

四
四
五
－
四
七
二
頁

　

一
昨
年
本
誌
第
一
巻
第
二
琥
に
於
て
先
輩
小
川
茂
樹
學
士
は

清
華
學
報
所
載
の
聞
一
多
氏
の
「
高
唐
紳
女
傅
誕
之
分
析
」
な

る
論
文
を
紹
介
さ
れ
た
。
聞
氏
の
論
文
は
、
文
選
に
収
め
ら
れ
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